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【短報】宮古島からのコメツキムシ科甲虫2種の記録
宮古島は先島諸島で 3 番目に大きな島であり，

コメツキムシ科甲虫は 15 属 18 種が知られている．
宮古島の 5 分の 1 以下の面積しか持たない与那国
島からは 21 属 29 種が知られていることと比較す
ると，コメツキムシ相は乏しいと言える（Kishii, 
1999, 2006; Ôhira, 2004; 上地・鈴木 , 2009）．宮古島
で種数が少ないことは，本科が生息可能な環境が
少ないことや標高の低さが大きな要因と考えられ
るが，調査が進んでいないことも一因であると思
われる．著者らは宮古島を訪れた際，記録の無い種，
少ない種を得ているため，ここに報告する．
1 .  サ キ シ マ チ ャ イ ロ コ メ ツ キ  H a t e r m e l a t e r 

bicarinatus fukaishii Ôhira, 2005
調 査 標 本．1♀, 沖 縄 県 宮 古 島 市 平 良 , 14. VII. 

2013, 楠井採集，有本保管 ; 1♀（図 1）, 沖縄県宮
古島市平良東仲宗根添大野山 , 90 m, 8. VII. 2015, 有
本採集・保管 . 

体長 : 9.65‒11.64 mm，幅 : 2.72‒3.41 mm.
本種は北海道から与那国島まで分布し，本亜種 H. 

b. fukaishi は石垣島，西表島，与那国島から記録さ
れているが，宮古島からは初めて記録される．

本種は 8 亜種に細分されており，地域ごとに形
態，特に雄挿入器の形状が異なっている（Ôhira, 
2005）．北海道から九州までは原名亜種として扱わ
れているが，その中でも形態変異があり，亜種と
して記載されていない本土の周辺離島（例：九州
の五島列島）のものでも，本土の最寄り地域の個
体との間に形態の違いが見られ（Ôhira, 2005），亜
種分類については再検討が必要と思われる．本亜
種の分布域と隣接する久米島から中之島の個体群

はシバタチャイロコメツキ H. b. shibatai Ôhira, 1968
として記録されている（鈴木 , 2014）．

2. サトウホソクシコメツキ  Priopus satoi satoi 
(Nakane & Kishii, 1956)

調査標本．2♂♂（図 2）, 沖縄県宮古島市伊良部
牧山 , 17. VII. 2013, 楠井採集，有本保管．

体長 : 11.68‒12.06 mm，幅 : 3.24‒3.47 mm.
本種は宮古島から記載され，その周辺の多良

間島や伊良部島からも記録されているが（大平 , 
1997），長らく再記録は無かった．

調査標本は全てライトトラップで採集されたも
のである．両種のこれまで記録されてきた個体も
ライトトラップによって得られたものが大半であ
り，それ以外の方法での採集は困難であると考え
られる．しかし，チャイロコメツキ類 Hatermelater 
bicarinatus group は九州から南西諸島にかけては夏
に最も普通に得られるコメツキムシの一種であり，
宮古島からの記録がなかったのはこの時期の同島
での調査が不十分であったためと思われる．

著者らは，宮古島において他にも幾つかの未記
録種や希少種を得ているが，学名の決定に十分な
検証を必要とするため，本稿とは別に報告する予
定である．宮古島からは少なくとも 20 種以上の本
科種が記録されることになると予想される．
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図1‒2. 1: サキシマチャイロコメツキ Hatermelater bicarinatus 
fukaishii Ôhira, 2005，♀; 2: サトウホソクシコメツキ 
Priopus satoi satoi (Nakane & Kishii, 1956)，♂. スケール
は全て2.0 mm.


